


＜人口分布＞

駅周辺や鉄道沿線に人口集積が多く、竹渕地域は他地域に比べて人口がやや少ない地域となっている。
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竹渕地域

0 - 20人/ha未満

20 - 40人/ha未満

40 - 60人/ha未満

60 - 80人/ha未満

80 - 100人/ha未満

100 - 200人/ha未満

200人/ha以上

H27 人口密度

資料：平成30年八尾市立地適正化計画



10％未満

10％ - 20％

20％ - 30％

30％ - 40％

40％ - 50％

50％以上

H27 高齢化率

＜高齢化率分布＞

高齢化率30％を超える地域が市内に点在している。

竹渕地域の高齢化率は比較的高くなっている。

2資料：平成30年八尾市立地適正化計画

竹渕地域



＜竹渕地域の人口動向＞

竹渕地域の人口は減少する一方、高齢化率は上昇し続けている。

人口変化率は、八尾市全域が緩やかな減少に比べ、竹渕地域は大幅に減少している。
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3資料：国勢調査



4資料：八尾市資料、バス事業者ＨＰ等

竹渕地域

竹渕地域は近隣で大阪シティバスが運行しているものの、市内の鉄道駅へアクセスする公共交通は存在していない。



年 度 内 容

平成11年度 ○コミュニティ低床バス運行の目的や運行形態、運行地域等について検討

○運行開始にあたってデモ走行実施

平成12年度 ○4月：コミュニティバス 竹渕ルートの運行を開始 近鉄バス株式会社との運行協定
により事業を実施（竹渕第一公園前⇔近鉄八尾駅前 1日6往復 全日運行、年末年始運休）

平成17年度 ○11月：ルート大幅短縮、便数増・土日祝運休を実施（1日19往復、約50分間隔）

平成20年度 ○コミュニティバス平成20年6月末に廃止

(1)コミュニティバス

＜コミバスの経緯＞

コミュニティバスは平成12年度に運行開始され、ルート短縮や土日祝運休等による利用者減を経て平成20年度に廃止した。
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(1)コミュニティバス

＜コミバスの運行ルート＞

資料：八尾市資料※平成12 年4 月～運行開始、平成20 年6 月末運行終了 6



(1)コミュニティバス

＜コミバスの利用者数推移＞
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※平成12 年4 月～運行開始、平成20 年6 月末運行終了
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＜ふれあい号の経緯＞

年 度 内 容

平成23年度 〇「地域まちづくり支援事業助成金制度」を活用し、青パト（パンダカー）車両を使用
しての『送迎』ができないか検討を始められる

平成24年度 〇「竹渕ふれあい号(無料送迎事業)」運行開始

平成25年度 〇竹渕小学校区まちづくり協議会設立。わがまち推進計画策定『交通問題に取り組むまち』
〇青パト送迎事業において「ボランティア運転手不足」「事故時の対応が不安」「利用者が
少数」等の課題による運行継続の不安感から、他の手法を検討できないかの声が地域から
上がる。

〇「公共交通に関するアンケート調査」を実施(配布枚数2,001 枚回収率40%)

平成26年度 〇定期的な運行や大人数での利用は見込めないことから、対象者を限定した交通手段につ
いて継続して検討

平成27年度 〇4月：「竹渕ふれあい号(無料送迎事業)」廃止

(2)竹渕ふれあい号

・竹渕地域から公共施設（八尾市役所など）、病院（市立病院や徳洲会病院など）へ予約があれば送迎。
・ただし、往路のみで、復路はなし。

＜ふれあい号の運行ルート＞

資料：八尾市資料

コミュニティバス廃止後、平成24年度には「竹渕ふれあい号(無料送迎事業)」が運行開始されたが、「ボランティア運転

手不足」「事故時の対応が不安」「利用者が少数」等の課題があり、平成27年度に廃止した。
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＜大阪バスの経緯＞

年 度 内 容

平成28年度 〇7月：大阪バス㈱久宝寺出戸線運行開始⇒利用者が伸びず、路線変更等について検討

平成30年度 〇12月：大阪バス㈱久宝寺出戸線休止

(3)大阪バス

＜大阪バス 久宝寺出戸線の運行ルート＞

資料：八尾市資料

「竹渕ふれあい号(無料送迎事業)」廃止後、平成28年度に大阪バス久宝寺出戸線が運行開始したが、平成30年度に休止と

なった。
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10資料：竹渕地域における「公共交通に関するアンケート調査」（平成２５年度）結果
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11資料：竹渕地域における「公共交通に関するアンケート調査」（平成25年度）結果

＜今後の「誰もが利用できる交通」の
手段として最も有効だと思うもの＞

＜行きたい場所＞
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資料：国土地理院（航空写真）

幅員が狭く、大型
車の通行は困難

幅員が狭く、大型
車の通行は困難

竹渕地域は道路幅員狭小のため、大型バス等の車両は運行ルートが限られる。

阪和貨物線により地域が分断されている。また、幅員が狭くなっている。
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＜建物用途図＞

南部は工業施
設が多く、住
居が一部混在

北部は住居が
多く、工業施
設が一部混在

資料：平成26年度都市計画基礎調査建築物用途現況図
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問題・課題

竹渕地域は市全域よりも人口減少、高齢化率の上昇が早く進展

過去に運行した公共交通は運行サービスとニーズの不整合が想定され、利用

者が少ない

道路幅員狭小のため、大型バス等の車両は運行ルートが限られる

方向性

特に高齢者が車や自転車を利用できなくても移動できる手段を確保し、地域の活力

低下抑制が必要。

定時運行や大型車両は効率性が低い。地域のニーズと需要に対応する必要がある。

狭小幅員でも通行可能な小型車両で、地域のニーズと需要に対応する必要がある。
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行先
 行きだけでなく、帰りも予約できるようにしてほしい。
 竹渕地域からＪＲ久宝寺駅までの公共交通は反対。
 ＪＲ久宝寺駅からアリオ八尾方面へのバスの本数が少ない。７時台、２２・２３

時台がないと不便。
 八尾市役所、八尾市教育センター、八尾市立総合体育館ウィング、久宝寺緑地、

八尾市立病院、八尾徳洲会総合病院、八尾市文化会館プリズムホール、アリオ八
尾、近鉄八尾駅、地下鉄出戸駅、ＪＲ加美駅、地下鉄平野駅、ＪＲ平野駅に行っ
てほしい。など

停留所
 停留所は、コミセン前、キリン公園前、ライフ前等多くしてほしい。
 他に相乗りする人がいなければ、自宅前に来てほしい。など

車両
 タクシーではなく、６～７人乗りにしてほしい。
 車椅子利用者が乗れるようにしてほしい。など

料金
 金額を安くしてほしい。１００円から乗れるようにしてほしい。
 要介護者が公共交通を利用する場合、介護者の料金は免除してほしい。など
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ワークショップ

地域公共交通会議

事業者ヒアリング

運行計画（案）作成

運行計画決定

業者募集選定

運行許可申請及び許可証発行

地域地元説明会・パンフレット作成

実証運行

令和２年度
項　　目

令和元年度

第１回 第2回 第3回

第１回 第2回 第3回 第4回


